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Academic Center for Computing and Media Studies,  
Agricultural Economics and Information Laboratory 
本 Technical Bulletinは、京都大学寄附講座 農林水産統計デジタルアー
カイブ講座のプロジェクト研究のうち、研究支援業務に関連する成果につ
いて公表するためのものである。 











和 21 年農家人口調査、昭和 22 年農林水産業基本調査（夏期調査）の一部として実施され





し引きにより調査時点の静態を把握しようとした調査であり、昭和 26年 2月 1日調査から

















とを目的として、昭和 21年 4月 16日、人口調査と同時に実施された。 
本調査は、昭和 16年に調査が開始された農林水産業基本調査注 1の「昭和 21年夏期基




















①農家人口調査に関する農林次官のラヂオ放送に関する件（21 総局第 960 号 昭和
21年 4月 26日）、②農家人口調査要綱、③農家人口調査に関する件（21総局第 1065
号 昭和 21年 5月 11日）、④農家人口調査実施手続、⑤「七農家人口」の記入注意、
⑥農家人口調査質疑応答（第一輯、第二輯）、⑦農家人口調査提要、⑧農家人口調査

















































①1947年（昭和 22年）夏期調査の提要に代えて（農林省統計調査局 昭和 32年 6



































昭和 24年 3月 1日に「全数調査と抽出調査を同時に実施した」（要綱輯覧 320頁）旨
の記述があるが、全数調査の調査票については、抽出調査の標本客体抽出のため、市町
村から県統計課を通じて作物報告事務所に報告されるようになっていることから、抽出













①農地抽出調査の手引、②指定統計第 20号 農地統計調査票（昭和 24年 3月 1日）、











































統計第 26号 1950年世界農業センサス 基本調査票（昭和 25年 2月 1日調査）、⑥













































































臨時農業基本調査 照査票（農業集落概況票）、⑩指定統計第 75号 昭和 30年臨時農
業基本調査 農業集落調査票（昭和 30年 2月）、⑪指定統計第 75号 昭和 30年臨時























農業動態調査は、「農業統計調査規則（昭和 25年 10月 19日農林省令第 114号）」に基
づき、第一回目の調査が昭和 26年 2月 1日に実施された。本調査は、5年ごとに実施さ
れる農業センサスの中間年にセンサスを補間する形で、農家人口、農業労働力、農地等
の過去 1 年間の動態（増加量、減少量）を把握し、その差し引きにより調査時点の静態






















農業動態調査の調査実施関係資料として、以下の昭和 26 年 2 月 1 日調査から昭和 29
年 2月 1日調査までの調査の手引きおよび調査票（昭和 29年 2月 1日調査を除く）が収
録されている。 
 
①昭和 26年「農業動態調査」手引き（注：昭和 26年 2月 1日調査）、②農業動態調
査の手引き（注：昭和 27 年 2 月 1 日調査）、③農業動態調査の手引（注：昭和 28
年 2月 1日調査）、④農家カード作成の手引、⑤昭和 28年度農業動態調査実施要領
（注：昭和 29年 2月 1日調査）⑥指定統計第 39号 農業動態調査票（昭和 26年 2
10 
 
月 1日調査）、⑥農作物ききとり調査票（注：昭和 26年 2月 1日調査）、⑦指定統計
第 39 号 農業動態調査票（郵送調査票）（昭和 27 年 2 月 1 日現在）、⑧指定統計第
39号 農業動態調査票（面接調査票）（昭和 27年 2月 1日現在）、⑨附帯調査票〔営
農計画〕（注：昭和 27年 2月 1日調査）、⑩指定統計第 39号 農業動態調査票（昭和






則（妙） により構成されている。また、②の農業動態調査の手引き（注：昭和 27 年 2
月 1日調査）は、一．昭和 26年度農業動態調査要綱、二．要綱について、三．面接調査
票について、四．附帯調査票（営農計画）について により構成され、③の農業動態調査

































                         
注1 農林水産業基本調査は、農林水産業調査規則（昭和 15年 12月）に基づき、農林水産業の生
産力を正確に判定するための基礎的統計を作成することを目的として実施された調査である。
「毎年 8月 1日の夏期基本調査と 2月 1日の冬期基本調査の二つのセンサス的調査」（要綱輯覧







注4 温室を経営、搾乳牛 1頭以上、仔とり・種付け・肥育目的の役肉用牛または馬 1頭以上、豚
1頭以上、めん羊・山羊 3頭以上、成鶏・あひる・がちょう 30羽以上、兎 30頭以上、蜜蜂 3群
以上、または現金粗収入 2万円以上。 
